
東
藻
琴
総
合
支
所
庁
舎

　
改
修
工
事
に
２
，５
９
２
万
円
！

議
員
５
名
が
一
般
質
問

　
①
上
地
議
員
　
②
三
條
議
員

　
③
原
本
議
員
　
④
後
藤
議
員

　
⑤
田
中
議
員

各
委
員
会
に
お
い
て

　
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
！

・・・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５
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12
月
定
例
会

　

大空町議会だより

２月３日に道の駅メルヘンの丘めまん
べつで冬まつりが開催され、多くの方
で大変にぎわいました！

　　　

議
会
だ
よ
り



12月定例会12月定例会
平成30年平成30年

12月18日・19日12月18日・19日

一般会計1億305万円補正 総額80億5,370万円に

　

条
例
制
定

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
①
臨
時

職
員
等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
、
②
東

藻
琴
公
民
館
条
例
等
、
③
東
藻
琴
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
、
④
児
童
セ
ン
タ
ー
条
例
、

⑤
下
水
道
設
置
条
例
、
⑥
下
水
道
事
業
条
例
、

⑦
個
別
排
水
処
理
施
設
管
理
条
例
、
⑧
道
路

占
用
料
徴
収
条
例
、
⑨
普
通
河
川
管
理
条
例
、

⑩
準
用
河
川
占
用
料
等
徴
収
条
例
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
議
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
運

営
に
よ
る
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
指
定
管

理
者
を
指
定
し
議
決
を
行
い
ま
し
た
。
指
定
管

理
者
及
び
指
定
管
理
の
期
間
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

のんきっず館は児童センター条例の改正に
伴い１月15日から開館しています。

　大空町議会定例会は、12 月 19 日に平成 30 年度一般会計補
正予算など議案５件、条例の一部改正 10 件を審議可決し閉会
しました。主な歳出では、東藻琴総合支所庁舎改修工事に 2,592
万円、冬期生活支援事業（福祉灯油）に 528 万円を補正しまし
た。

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
大
空
町
応

援
大
使
が
決
定
し
、
１
年
間
に
わ
た
っ
て
大
空
町

を
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
大

使
の
懸
垂
幕
や
Ｐ
Ｒ
用
封
筒
、
優
勝
祈
願
だ
る
ま

な
ど
を
作
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
応
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間
❶女満別研修会館・
　ゲートボールセンター

一般財団法人
大空町青少年育成協会

平成31年４月１日から
平成34年３月31日まで（３年間）

❷両地区図書館 一般財団法人
大空町青少年育成協会

平成31年４月１日から
平成36年３月31日まで（５年間）

❸両地区B&G海洋
　センター

一般財団法人
大空町青少年育成協会

平成31年４月１日から
平成36年３月31日まで（５年間）

❹ひがしもこと乳酪館 一般財団法人
めまんべつ産業開発公社

平成31年４月１日から
平成36年３月31日まで（５年間）

❺藻琴山温泉芝桜公園 株式会社
東藻琴芝桜公園管理公社

平成31年４月１日から
平成36年３月31日まで（５年間）

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
12
月
定
例
会
に
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
網
走
信
金
女
満
別
支
店

移
転
に
伴
う
町
有
地
売
払
代
２
，
１
９

１
万
円
。

　
歳
出
で
は
、
網
走
信
金
東
藻
琴
支
店

が
東
藻
琴
総
合
支
所
内
に
移
転
す
る
こ

と
に
伴
う
工
事
費
と
し
て
２
，
５
９
２

万
円
、
畑
作
構
造
転
換
事
業
に
２
，
３

５
４
万
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
費
に
６
０
５
万
円
、
冬
期
生
活

支
援
事
業
に
５
２
８
万
円
、
病
害
虫
対

策
事
業
に
１
８
０
万
円
、
企
画
振
興
一

般
事
務
費
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
関
連
）
に

１
９
０
万
円
、
町
立
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
増
加

に
伴
い
体
育
文
化
振
興
補
助
金
に
63
万

円
、
母
子
保
健
事
業
に
22
万
円
な
ど
を

増
額
補
正
し
、
総
額
は
80
億
５
，
３
７

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
訳
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 補正予算の内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 １億305万円 80億5,370万円
国民健康保険事業特別会計 1,566万円 12億2,338万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 △3万円 3億1,194万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 △79万円 3億5,311万円
個別排水処理事業特別会計 46万円 3,234万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
総 合 支 所 庁 舎 改 修 工 事 2,592万円
畑 作 構 造 転 換 事 業 2,354万円
リ サ イ ク ル セ ン タ ー 管 理 運 営 費 605万円
冬 期 生 活 支 援 事 業 528万円
病 害 虫 対 策 事 業 180万円
企画振興一般事務費（ファイターズ関連） 190万円
体 育 文 化 振 興 補 助 金 63万円
母 子 保 健 事 業 22万円
そ の 他 事 業 3,771万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

土 地 売 払 代 2,191万円
一 般 寄 附 金 1,150万円
そ の 他 6,964万円

日本ハムの
応援大使決定！❶女満別研修会館 ❷女満別図書館 ❸女満別 B&G海洋センター ❹ひがしもこと乳酪館

❺藻琴山温泉芝桜公園

　網走信用金庫東藻琴支店が東藻琴総合支所庁舎内
（１階事務室西側及び町長室）に移転することから、
現在改修工事が行われています。信金東藻琴支店の
営業は４月１日からとなります。

東藻琴総合支所
庁舎の改修工事

23 大空町議会だより　第51号（平成31年２月）大空町議会だより　第51号（平成31年２月）



一般質問一般質問
◎
主
な
質
疑

指
定
管
理
者
の
指
定

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
５
年
間
の
指
定
管
理

期
間
の
中
で
、
予
算

時
の
積
算
に
比
べ
燃
料
費
等

も
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
、
何
を
基
準
に
見
直

を
し
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興

課
長

　
　
　
燃
料
費
等
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
増
減
が

発
生
し
た
場
合
に
そ
の
都
度
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
調
整

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
　
　
指
定
管
理
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
不
公

平
感
を
感
じ
な
い
よ
う
基
準

等
を
設
け
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
町
長

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
安
定
し
た
期
間
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
タ
ル
で
運
用

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

が
趣
旨
で
す
。
燃
料
費
等
の

高
騰
が
あ
っ
た
場
合
、
個
々

の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
後
は
全
体
の

施
設
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
よ

う
な
目
安
を
定

め
、
対
応
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

下
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
女
満
別
地
区
の
下
水

道
区
域
が
５
１
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
、
４
１
９
．

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
変
更
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
減
っ
た

内
容
は
何
か
。

建
設
課

参
事

　
　
　
下
水
道
区
域
の
減
っ

た
主
な
内
容
は
、
巴

沢
の
ゴ
ル
フ
場
区
域
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
を
含
め
た
認
可
区
域

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
付
近
の
み
を

区
域
と
し
、
大
幅
に
認
可
区

域
を
減
ら
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

下
水
道
事
業
条
例
の
一
部
改
正

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
下
水
道
料
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て
は
、
一

般
家
庭
に
も
影
響
の
あ
る
料

金
改
定
で
あ
り
、
住
民
説
明

会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

時
期
的
に
は
遅
い
と
思
う
。

早
い
段
階
か
ら
住
民
へ
説
明

し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
上

で
、
条
例
提
案
の
流
れ
と
思

う
。
過
程
を
大
事
に
し
多
く

の
町
民
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
形
で
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

建
設
課
長

　
　
　
料
金
改
定
に
伴
う
住

民
説
明
会
を
、
４
回

開
催
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
誌
や
自
治
会
の
回
覧
で

も
周
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
や
１
月
の
お
し
ら
せ
号
で

も
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
参

加
助
成
金

原
本
議
員　

Ｑ
　
　
　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
大
空
町

応
援
大
使
が
決
定
し
た
こ
と

で
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
キ
ャ
ン

プ
参
加
助
成
金
90
万
円
が
計

上
さ
れ
、
町
民
15
名
を
公
募

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

を
超
え
た
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
。

総
務
課
参
事

　
　
　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
キ
ャ

ン
プ
へ
の
参
加
は
、

役
場
職
員
が
添
乗
す
る
形
を

考
え
て
お
り
、
15
名
の
町
民

公
募
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合

は
抽
選
と
し
、
そ
の
基
準
等

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
金

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
不
妊
治
療
費
助
成
金

に
つ
い
て
、
対
象
者

の
増
加
に
よ
り
22
万
円
が
今

回
増
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
今
回
の
増
額
補
正
は
、

特
定
不
妊
治
療
の
道

の
補
助
対
象
外
の
方
で
10
万

円
の
助
成
が
１
回
、
ま
た
、

道
の
助
成
対
象
と
な
る
７
万

５
，
０
０
０
円
ま
で
の
助
成

は
２
人
、
こ
れ
ら
の
方
か
ら

の
申
請
を
見
込
み
必
要
と
な

る
差
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

冬
期
生
活
支
援
給
付
金

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
冬
期
生
活
支
援
給
付

金
（
福
祉
灯
油
）
の

５
２
４
万
円
の
交
付
対
象
世

帯
の
内
訳
を
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長

　
　
　
対
象
と
な
る
世
帯
は

５
２
４
世
帯
、
う
ち

高
齢
者
世
帯
が
４
８
０
世
帯
、

障
害
者
世
帯
が
13
世
帯
、
ひ

と
り
親
世
帯
が
31
世
帯
と
い

う
内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
の

商
品
券
を
交
付
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
簡
易
洗
浄
機
整
備
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
病
害
虫
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

対
策
と
し
て
簡
易
洗
浄
機
整

備
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
過
去
の
施
設
の
整
備
カ

所
数
と
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
今
回
整
備

す
る
地
区
は
ど
こ
な
の
か
伺

い
た
い
。

産
業

課
長

　
　
　
整
備
カ
所
は
、
女
満

別
地
区
に
９
カ
所
、

東
藻
琴
地
区
に
８
カ
所
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

の
管
理
・
運
営
は
、
各
営
農

集
団
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
整
備
す
る
地
区
は
、
女

満
別
の
巴
沢
４
と
い
う
地
区

に
な
り
ま
す
。

女
満
別
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費

松
田
副
議
長　

Ｑ
　
　
　
東
藻
琴
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営

費
に
燃
料
費
、
光
熱
水
費
が

補
正
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
女
満
別
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
費

に
、
光
熱
水
費
の
補
正
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
は

何
故
か
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
女
満
別
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
女
満
別

小
学
校
と
一
体
と
な
っ
た
電

気
暖
房
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
全
体
の
日
頃
か
ら
の
節

電
に
よ
り
、
今
の
と
こ
ろ
３

月
ま
で
の
電
気
代
は
足
り
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　12月定例会では５人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しま
した。なお、全文記録（議事録）は、後日図書館にて閲覧または町議会ホー
ムページに掲載していますのでそちらをご覧ください。

【上地　史隆】
１．防災リーダーの育成について
２．子どもの医療費無料化の拡大について

議会インターネット中継・録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、審議状況をインターネット上でラ
イブ映像、録画映像を配信しています。
　傍聴に行けない方など、ご家庭のパソコン、スマートフォン、タブ
レット等でご覧いただけます。

【三條　幸夫】
１．農業後継者対策について
２．外国人実習生等の受け入れについて

【後藤　　忍】
１．新しい高校について

【原本　哲己】
１．森林環境税・森林環境譲与税について

【田中　裕之】
１．観光客誘致に向けた取組みについて

各所に設置されている進入防止看板

１万円分の商品券

区域内の汚水は下水道により処理

定 例 会
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我が町政を問う

問
　
　
　
文
部
科
学
省
で
は
、

学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
と
し
て
、
１
つ
目
は
、

災
害
時
の
危
険
を
認
識
し
、

日
常
的
な
備
え
を
行
う
と
と

も
に
、
状
況
に
応
じ
て
的
確

な
判
断
の
も
と
、
自
ら
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
2

つ
目
は
、
災
害
発
生
時
及
び

事
後
に
進
ん
で
ほ
か
の
人
々

や
集
団
、
地
域
の
安
全
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
３
つ
目
は
、
自
然
災

害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
始

め
と
し
て
、
地
域
の
自
然
環

境
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て

の
基
礎
的
、
基
本
的
事
項
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

あ
り
ま
す
。
大
空
町
の
防
災

教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
町
内
の
学
校
で
は
、

年
２
回
の
避
難
訓
練

を
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
、

１
回
は
火
災
を
、
も
う
１
回

は
地
震
を
想
定
し
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
訓
練
の
際
は
、

単
に
避
難
す
る
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
①
児
童
・
生
徒

へ
は
事
前
に
知
ら
せ
ず
に
訓

練
を
実
施
す
る
。
②
避
難
訓

練
に
あ
わ
せ
て
煙
体
験
や
傷

病
者
搬
送
訓
練
を
実
施
す
る
。

③
訓
練
に
お
い
て
目
指
す
べ

き
狙
い
を
定
め
て
実
施
す
る
。

④
訓
練
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
、
各
学
校
で

工
夫
を
加
え
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

各
学
校
と
連
携
し
、
児
童
生

徒
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
　
　
視
察
し
た
石
川
県
能

登
町
の
話
で
す
が
、

小
学
生
の
国
語
で
災
害
が
発

生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
し

て
避
難
に
何
が
必
要
か
と
考

え
る
授
業
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
音
楽
で
は
防
災
の
歌

作
り
、
技
術
で
は
エ
コ
キ
ュ

ー
ブ
ラ
ジ
オ
の
作
成
、
家
庭

科
で
は
防
災
頭
巾
を
作
成
、

総
合
学
習
で
も
出
前
授
業
、

避
難
訓
練
計
画
作
成
と
実
践

問
　
　
　
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
が
全
国
の
市
町

村
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
中

学
校
卒
業
や
高
校
卒
業
ま
で

と
し
て
、
助
成
す
る
市
町
村

は
通
院
で
は
約
８
割
、
入
院

で
は
約
９
割
以
上
に
上
り
、

現
物
給
付
や
所
得
制
限
を
設

け
な
い
市
町
村
も
増
え
て
い

ま
す
。
大
空
町
の
現
状
は
ど

う
な
の
か
。

町
長

　
　
　
本
町
で
は
、
疾
病
の

早
期
診
断
と
早
期
治

療
を
促
進
し
、
さ
ら
に
は
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
総
合
戦
略
の
一

環
と
し
て
、
所
得
制
限
は
あ

り
ま
す
が
、
中
学
生
ま
で
の

入
院
・
通
院
の
医
療
費
を
全

額
助
成
し
て
い
る
状

況
で
す
。

福
祉
課
長

　
　
　

平
成
29
年
度

の
実
績
で
、

受
診
件
数
は
９
，
７

９
５
件
、
本
来
支
払

う
べ
き
自
己
負
担
の

医
療
費
は
２
，
２
１

６
万
円
で
す
。

問
　
　
　

移
住
、
定
住

を
検
討
す
る

う
え
で
、
子
育
て
支

援
の
充
実
が
一
つ
の
条
件
に

も
な
り
ま
す
。
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
も
高
校
生
ま
で

拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
総
合
戦
略
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料

化
、
各
種
小
児
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
無
料
化
、
学
校
給
食
の

無
償
提
供
、
多
子
世
帯
の
高

等
学
校
、
大
学
の
祝
い
金
支

給
な
ど
町
独
自
の
事
業
を
行

い
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
限
ら

れ
た
財
源
で
高
校
生
ま
で
の

拡
大
が
必
要
か
、
ま
た
、
そ

れ
以
外
の
施
策
充
実
に
充
て

る
べ
き
か
慎
重
に
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

一 般 質 問

大空町も
インフルエンザが

流行しました。息子の
クラスも学級閉鎖になり　
大変でした。他の保護者

の方も同じように大変な思
　いをされたんじゃないで
　　　しょうか。感染症は

　　本当に怖いもの
　　　ですね……

問
　
　
　
北
海
道
で
は
、
災
害

時
に
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ス

タ
ー
に
認
定
さ
れ
る
た
め
に

は
、
認
定
研
修
会
の
受
講
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
に

防
災
士
と
い
う
資
格
も
あ
り

ま
す
。
防
災
士
と
は
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
減
災
と

社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め

十
分
な
知
識
、
技
能
を
有
す

る
も
の
と
し
て
、
日
本
防
災

士
機
構
が
認
定
し
た
人
た
ち

で
す
。
そ
の
よ
う
な
有
資
格

者
は
大
空
町
に
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
は
、
消
防
や

市
町
村
等
で
防
災
業
務
を
経

験
し
て
き
た
方
な
ど
に
防
災

活
動
の
中
心
に
な
っ
て
も
ら

お
う
と
平
成
19
年
度
に
北
海

道
が
制
定
し
ま
し
た
。
一
方
、

防
災
士
は
自
助
、
共
助
、
協

働
を
原
則
と
し
て
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
防

災
や
災
害
時
の
対
応
知
識
・

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

技
能
を
習
得
し
た
こ
と
を
日

本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た

人
で
す
。

総
務

課
長

　
　
　
大
空
町
で
は
、
現
在

北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た
方

が
11
名
、
防
災
士
は
現
在
４

名
の
方
が
認
証
さ
れ
て
い
ま

す
。問

　
　
　
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

や
防
災
士
の
資
格
を

有
す
る
方
は
、
町
内
の
自
主

防
災
組
織
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

　
　
　
自
主
防
災
組
織
は
、

住
吉
、
北
一
、
栄
町

第
５
の
３
自
治
会
で
す
が
、

必
ず
し
も
自
治
会
に
資
格
を

有
す
る
方
が
お
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
　
　
自
主
防
災
組
織
に
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
率

も
平
成
29
年
度
の
近
隣
市
町

の
数
値
で
す
が
、
美
幌
町
は

７
，
９
４
０
世
帯
で
８
２
．

９
％
、
網
走
市
は
１
万
１
，

１
２
１
世
帯
で
61
．
９
％
、

大
空
町
は
２
４
０
世
帯
で
７
．

９
％
で
す
。
先
日
、
石
川
県

能
登
町
を
視
察
し
ま
し
た
が

県
に
防
災
士
の
倍
増
計
画
が

あ
り
、
能
登
町
自
体
も
防
災

士
を
２
４
０
名
以
上
育
成
し

全
自
治
会
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
資
格
者
を
増
や
す

の
が
自
主
防
災
組
織
の
組
織

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
防
災
教
育
の
推
進
は

町
　
長
▼
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
人
材
の
育
成
に
努
め
た
い

教
育
長
▼
先
進
事
例
な
ど
も
取
り
入
れ
防
災
教
育
を
推
進
す
る

子どもの医療費無料化を拡大しないのか
　　町長▶財政状況も考えながら慎重に検討する

野外で元気に遊ぶ子どもたち

率
向
上
に
必
要
と
考
え
る
が
。

　
町
長

　
　
　
現
在
は
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
を
図
る

た
め
の
活
動
と
し
て
、
年
間

10
万
円
を
限
度
に
助
成
を
し

て
い
ま
す
が
、
未
結
成
の
場

合
は
助
成
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
組
織
化
を
進
め
る
た

め
に
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
自
治
会
活
動
支
援
交

付
金
や
自
治
会
運
営
交
付
金

を
交
付
し
て
自
治
会
の
活
動

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
見
直
し
と
あ
わ
せ

て
、
自
主
防
災
組
織
活
動
の

助
成
見
直
し
も
必
要
に
な
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

的
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

避
難
路
誘
導
灯
の
ペ
ッ
ト
ボ

タ
ル
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
防
災
か
る
た
の
作
成

も
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
。

教
育
長

　
　
　
紹
介
の
事
例
を
参
考

に
、
よ
り
実
戦
に
近

い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら

学
校
と
連
携
し
防
災
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

防災訓練には少年消防クラブも参加

防災訓練で炊き出しを体験する参加者
　　　　　　　　　　（昨年９月２日）

エコキューブラジオ
乾電池が不要で手回し充電により聴くことが
できるラジオのこと。LEDライトの点灯や携
帯電話の充電も可能。

ペットボタル
再利用のペットボトルに、太陽電池とLEDラ
イトを組み込んだもので、暗くなるとLEDラ
イトが点灯するシンプルな発光装置。

一口
　メモ
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我が町政を問う

問
　
　
　問
農
業
後
継
者
対
策
と

し
て
、
長
年
、
婚
活

支
援
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
が
伴

っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

①
町
長
直
属
の
部
署
を
設
け

て
、
新
た
に
し
っ
か
り
と
体

制
を
構
築
し
、
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
が
。
②
国
際

婚
活
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
行
政
が
主
導
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
大
空
町
と
し

て
国
際
婚
活
の
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ

と
考
え
ま
す
が
。
③
担
い
手

専
属
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
農
業
後
継

者
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

か
ら
事
は
始
ま
る
と
思
う
の

で
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
以
上
３
点
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
農
業
後
継
者
の
婚
活

支
援
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
各
産
業
が
将
来
と
も

維
持
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う

課
題
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
と
り
わ
け
異
業
種
か
ら

の
参
入
が
難
し
い
農
業
に
あ

っ
て
は
、
現
在
の
農
家
子
弟

が
農
業
を
継
承
し
て
い
く
た

め
の
婚
姻
と
い
う
も
の
を
ど

う
進
め
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
農
業
委
員
会
に
通
称

農
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
配
置

さ
れ
、
農
業
後
継
者
の
結
婚

相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
時
代

も
進
み
、
従
来
の
組
織
体
制

の
ま
ま
で
よ
い
の
か
考
え
た

と
き
、
体
制
や
事
業
内
容
を

も
う
一
度
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
協
議
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
約
束

し
ま
す
。

　
次
に
国
際
婚
活
に
つ
い
て

は
、
最
近
、
日
本
で
も
当
然

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
結
婚
に
至

る
ま
で
の
出
会
い
の
場
は
こ

う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
従
来

の
観
念
を
捨
て
、
事
業
の
内

容
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
担
い
手
専
属
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
人
材
の
確
保
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
体
制

の
中
で
併
せ
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会

事
務
局
長

　
　
　
農
業
後
継
者
の
状
況

で
す
が
、
町
内
の
農

家
戸
数
は
４
０
７
戸
、
経
営

主
が
50
歳
以
上
は
２
２
４
戸

で
、
こ
の
う
ち
子
が
農
業
従

事
を
し
て
い
な
い
戸
数
も
含

め
農
業
後
継
者
が
現
在
い
な

い
農
家
は
１
２
５
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。
独
身
の
農
業
従

事
者
は
１
２
６
名
で
、
経
営

主
が
70
名
、
農
業
後
継
者
が

56
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　問
道
内
の
あ
る
町
で
は
、

婚
活
支
援
の
専
属
部

署
と
し
て
「
出
会
い
総
合
セ

ン
タ
ー
室
」
を
設
け
事
業
を

実
施
し
、
農
業
だ
け
で
は
な

く
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
た
旨
、
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
誰
か
の
後
押
し
が
な
け

れ
ば
相
手
に
出
会
え
な
い
人

が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
時
代
も
変
わ
り
、
町

と
し
て
取
り
組
む
こ

と
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
関
係
団
体
や
機
関
の
方

々
と
ど
の
よ
う
な
体
制
が
良

い
か
、
早
急
に
協
議
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業

の
内
容
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　問
国
際
婚
活
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
外
国
人

配
偶
者
定
住
対
策
で
多
く
の

実
績
を
上
げ
て
い
る
町
も
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
リ
ス

ク
も
伴
う
こ
と
で
あ
り
、
す

ぐ
に
上
手
く
行
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
歳
を
重
ね
て
い

く
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け

る
こ
と
も
難
し
く
な
る
こ
と

か
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
国
籍
が
違
う
か
ら
と

い
う
よ
り
は
、
配
偶

者
の
実
家
が
遠
く
な
る
こ
と

や
日
本
の
風
習
な
ど
か
ら
遠

慮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
事

業
展
開
の
中
で
違
和
感
を
無

く
し
て
議
論
で
き
る
場
を
つ

く
り
な
が
ら
、
事
業
の
あ
り

方
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。問

　
　
　問
担
い
手
専
属
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
農
業
後
継
者
の

方
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た

め
に
は
、
繰
り
返
し
家
庭
を

訪
問
し
話
を
聞
い
た
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
人
間

関
係
を
上
手
く
構
築
し
な
が

ら
想
い
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
今
後
つ
く
る
体
制
に

よ
っ
て
は
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
農
業
委
員
会
や
農

協
等
の
意
見
な
ど
も
聞
き
、

ま
た
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
　
　
外
国
人
実
習
生
等
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

①
現
在
、
町
内
の
外
国
人
実

習
生
等
の
受
け
入
れ
の
実
態

は
、②
受
入
の
相
談
窓
口（
多

言
語
の
対
応
）
に
つ
い
て
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
、
③

登
録
支
援
機
関
等
と
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
ど
う
関
わ
り
を
持
っ
て
対

応
す
る
の
か
、
以
上
３
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
実
習
生
の
受
け
入
れ

状
況
は
、
酪
農
業
の

農
業
法
人
３
戸
が
平
成
18
年

度
か
ら
受
け
入
れ
し
て
お
り

延
べ
24
名
、
全
て
が
中
国
か

ら
の
実
習
生
で
す
。
現
在
は

１
戸
の
法
人
が
４
名
の
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
状
直
ち
に
町
に
相
談
窓

口
の
設
置
と
い
う
と
こ
ろ
は

考
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
受

け
入
れ
に
当
た
り
、
制
度
の

運
用
や
情
報
提
供
な
ど
事
業

者
と
実
習
生
を
結
び
つ
け
る

作
業
は
、
町
と
し
て
も
相
談

に
乗
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
実
習
生
の
住
環
境
や

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
市
町
村
の

制
度
な
ど
を
説

活
経
験
の
あ
る
方
に
協
力
を

お
願
い
す
る
等
、
外
国
人
実

習
生
等
が
困
ら
な
い
よ
う
対

策
を
講
ず
る
べ
き
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
者

の
方
が
外
国
人
実
習
生
等
の

受
け
入
れ
希
望
を
す
る
に
し

て
も
、
ど
こ
に
相
談
を
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
う
、

町
も
積
極
的
に
関
与
し
対
応

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　
　
　
外
国
人
実
習
生
が
来

ら
れ
た
と
き
に
、
地

域
の
紹
介
や
職
の
仲
介
を
し

た
り
、
さ
ら
に
は
町
内
に
居

住
し
て
い
る
外
国
出
身
の
方

な
ど
の
協
力
が
い
た
だ
け
れ

ば
、
よ
り
細
か
な
相
談
窓
口

と
し
対
応
が
可
能
に
な
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
目

指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
今
後
は
必
要

と
な
り
、
外
国
人
実
習
生
等

を
受
け
入
れ
る
事
業
者
と
本

人
た
ち
と
の
橋
渡
し
や
、
紹

介
な
ど
の
調
整
を
す
る
の
が

行
政
の
役
割
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
、
十
分
意
識
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

274,233

228,588

192,655

167,641

155,206

外国人技能実習生の推移 （単位：人）

※上記数値は法務省・厚生労働省資料による

「外国人実習生等の受入」町も関与、対応すべし
町長▶事業者と本人たちの橋渡しも行政の役割

北海道コンカツ情報コンシェル（北海道のHPより）

一 般 質 問

早いもので、
12 月定例会で

３回目の一般質問を
させていただきました。 

多くの課題があると
　思います。町民の
　　皆様のご意見を

　お待ちして
　　　います。

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

農
業
後
継
者
の
婚
活
支
援
に
は
、
新
た
な
体
制
が
必
要

町
長
▼
体
制
や
事
業
内
容
を
も
う
一
度
検
討
す
る

網走郡下三町（大空町、美幌町、津別町）により行われた
結婚相談員の研修会（昨年１月 19日）

明
し
て
い
く
役

割
も
担
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

問
　
　
　
実
習
生

の
日
常

生
活
等
の
細
か

な
対
応
も
必
要

に
な
っ
て
く
る

も
の
と
思
い
ま

す
。
町
内
に
居

住
さ
れ
て
い
る

外
国
出
身
の
方

や
海
外
で
の
生
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我が町政を問う

　道内総合学科高校
の紹介記事です。
ぜひアクセスして

ください。

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

問
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

取
り
組
み
状
況
、
ま

た
、
平
成
33
年
度
開
校
に
向

け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
昨
年
４
月
に
町
長
、

議
長
及
び
教
育
委
員

長
の
三
者
連
名
に
よ
り
、
北

海
道
教
育
委
員
会
に
対
し
、

「
大
空
町
の
新
し
い
高
校
づ

く
り
に
関
す
る
発
展
的
統
合

に
向
け
た
要
望
意
見
書
」
を

提
出
し
、
９
月
に
公
立
高
等

学
校
配
置
計
画
が
決
定
、
公

表
と
な
り
、
平
成
33
年
度
に

新
し
い
高
校
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
空
町
の
新
し
い
高
校
は
、

町
立
の
全
日
制
総
合
学
科
と

し
て
地
域
に
根
差
し
た
農
業

経
営
と
進
学
に
も
対
応
で
き

る
普
通
系
の
２
系
列
と
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
魅
力
あ
る
高

校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

住
民
の
方
々
で
構
成
す
る

「
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
新
し
い
高
校
で
育
む
人

物
像
づ
く
り
や
魅
力
づ
く
り

と
い
っ
た
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
11
月
に
は
、
東
藻
琴
高
校

と
女
満
別
高
校
両
校
の
先
生

方
で
構
成
す
る
「
新
し
い
高

校
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
、
具
体
的
な
事
務
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
２
つ
の
組
織
を
柱
と
し

て
、
地
域
と
高
校
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
新
し
い
高
校

を
一
か
ら
つ
く
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
が
、
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
検
討
委
員
会
で
は
、

開
校
に
向
け
引
き
続
き
、
高

校
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
議
論

を
深
め
、
大
空
町
な
ら
で
は

の
具
体
的
な
実
践
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
生
み
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
新
し
い
高
校
づ
く
り
推

進
委
員
会
で
は
、
部
会
を
編

成
し
、
効
率
よ
く
開
校
に
向

け
た
準
備
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
平
成
31
年
度
中
に

は
、
新
し
い
高
校
の
お
お
よ

そ
の
全
体
像
を
お
示
し
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
公
設
塾
の
設
置
は
、
新
し

い
高
校
の
開
校
に
先
駆
け
、

東
藻
琴
高
校
と
女
満
別
高
校

の
両
地
区
で
生
徒
が
学
べ
る

よ
う
に
、
設
置
場
所
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
　
　
　
近
隣
市
町
村
の
進
学

校
以
外
の
高
校
と
競

合
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
総
合
学
科
以
外
で
ど
の

よ
う
な
特
色
で
差
別
化
を
図

っ
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
の
新
し
い
高

校
は
町
立
の
高
校
と

し
て
、
一
か
ら
つ
く
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
特

色
で
す
。
高
校
も
公
設
塾
も

設
置
者
が
町
で
、
高
校
の
一

部
と
し
て
公
設
塾
を
最
大
限

に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
能
力
を
生
か
す
教

育
を
実
現
で
き
る
と
考
え
ま

す
。

問
　
　
　
入
学
対
象
者
の
生
徒

の
保
護
者
の
多
く
は
、

全
日
制
普
通
科
卒
業
の
方
が

多
い
と
推
察
す
る
が
、
総
合

学
科
と
は
ど
の
よ
う
な
学
科

で
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
総
合
学
科
の
特
色
は
、

生
徒
の
個
性
を
生
か

し
た
主
体
的
な
学
習
や
自
己

の
進
路
志
望
を
深
め
る
学
習

が
、
重
視
さ
れ
た
学
科
と
な

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
高
校

で
は
、
地
域
の
産
業
で
あ
る

農
業
を
通
じ
た
学
び
や
生
徒

の
個
性
に
応
じ
た
多
様
な
進

路
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
公
設
塾
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
を
取
り
組
む
考

大
空
町
の
「
新
し
い
高
校
」
の
特
色
は

教
育
長
▼
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
生
か
す
教
育
を
実
現
し
た
いえ

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
他

の
公
設
塾
と
連
携
し

た
り
、
英
会
話
な
ど
多
様
な

講
師
の
授
業
を
受
け
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学

び
の
幅
が
広
が
り
、
生
徒
の

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

一 般 質 問

平成 30 年は自然災害
が多い年となりました。　
改めて、日頃からの備え
が何より必要と実感した

ところです。

問
　
　
　問
次
年
度
に
創
設
さ
れ

る
森
林
環
境
税
、
森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、

町
は
こ
の
財
源
を
活

用
し
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長

　
　
　
森
林
環
境
税
、

森
林
環
境
譲

与
税
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
目
標

の
達
成
や
災
害
防
止

対
策
の
た
め
、
森
林

整
備
に
必
要
な
財
源

を
安
定
的
に
確
保
し

よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
国
民
が
等
し
く

負
担
し
、
国
民
み
ん

な
で
森
林
を
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
平
成

30
年
度
の
税
制
改
正
で
創
設

さ
れ
た
も
の
で
、
森
林
環
境

税
は
、
平
成
36
年
４
月
か
ら

個
人
住
民
税
均
等
割
と
し
て

年
１
，
０
０
０
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
森
林
環
境
譲

与
税
は
平
成
31
年
度
か
ら
都

道
府
県
や
市
町
村
へ
国
か
ら

譲
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
使
途
は
地
方
公
共

団
体
に
一
定
の
裁
量
が
与
え

ら
れ
、
新
規
の
事
業
や
事
業

量
を
確
実
に
増
加
さ
せ
る
施

策
と
な
る
私
有
林
の
間
伐
等
、

さ
ら
に
は
人
材
の
育
成
、
公

共
施
設
等
で
の
木
材
利
用
の

促
進
な
ど
の
財
源
と
し
て
充

当
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。問

　
　
　問
町
内
に
は
私
有
林
が

８
，
５
０
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
る
が
、
所
有
者
が
不

原
はら

本
もと

哲
てつ

己
み

 議員

明
で
あ
る
も
の
や
管
理
さ
れ

て
な
い
面
積
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

町
長

　
　
　
現
時
点
で
は
、
把
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
、
意
向
調
査
を
実
施

し
所
有
者
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
確
認
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　問
町
内
に
は
、
何
十
年

も
放
置
さ
れ
た
森
林

が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

農
地
開
発
後
の
森
林
の
残
地

が
そ
の
ま
ま
原
野
と
し
て
残

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
手

入
れ
の
さ
れ
た
森
林
と
し
て

管
理
す
る
た
め
に
、
こ
の
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

町
長

　
　
　
放
置
さ
れ
て
い
る
森

林
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
す
る
、
そ
の
た
め
に
も
、

こ
の
財
源
の
活
用
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来

年
の
意
向
調
査
を
通
じ
残
置

森
林
も
含
め
森
林
整
備
計
画

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ

き
、
今
回
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
現
在
の
国
や
北
海
道
、

そ
し
て
町
の
補
助
事
業
の
対

象
に
も
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
展
開
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　問
近
年
、
自
然
災
害
が

増
え
て
お
り
、
大
空

新
し
い
財
源
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の
取
り
組
み
は

町
長
▼
意
向
調
査
に
よ
り
森
林
整
備
の
充
実
を
図
る

町
も
一
昨
年
ま
で
２
年
間
に

わ
た
り
大
雨
に
よ
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
森

林
及
び
原
野
の
整
備
は
、
こ

れ
ら
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

こ
の
制
度
を
起
点
に
一
層
の

森
林
整
備
が
進
む
こ
と
を
望

む
。

町
長

　
　
　
今
回
、
新
た
な
財
源

が
確
保
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
森
林
の
整
備
内
容
の

充
実
も
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
財
源
も
拡
充
さ
れ

て
く
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

町
の
制
度
設
計
も
拡
充
し
、

今
回
創
設
さ
れ
る
制
度
の
趣

旨
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

長年手入がされず放置された山林

ICT（情報通信技術
の略）とは？
　コンピュータを使
った情報処理や通信

技術の総称。よく知られる言葉に
「ＩＴ（情報技術）」があります
が、ＩＣＴはＩＴにコミュニケー
ションの要素を含めたものです。
ＩＣＴを活用することで効率的、
創造的な教育が期待されています。

一口
　メモ
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平成の時代も４月で終
わり、５月からは新元号　
になります。新しい時代　
が良い年になりますよう

　　に祈っています。

問
　
　
　
女
満
別
空
港
へ
の
Ｌ

Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
の
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長

　
　
　
女
満
別
空
港
の
利
用

促
進
、
新
規
就
航
に

関
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

周
辺
の
自
治
体
や
観
光
団
体

な
ど
と
整
備
利
用
促
進
協
議

会
を
組
織
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
誘
致
に
つ

い
て
も
、
こ
の
協
議
会
に
お

い
て
会
社
を
訪
問
し
、
支
援

事
業
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て

要
請
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
女
満
別
空

港
へ
の
就
航
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
は
若

い
年
代
層
や
女
性
な

ど
新
た
な
需
要
に
つ
な
が
り
、

利
用
の
底
上
げ
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
都
市
の
お
客
様
を
お
迎
え

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
地
域
の
方
々
が
旅
行
す

る
手
段
と
し
て
も
有
意
義
な

も
の
で
あ
り
、
増
加
傾
向
の

外
国
人
客
も
海
外
か
ら
の
直

行
便
だ
け
で
な
く
、
国
内
の

他
の
空
港
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
使

い
経
由
に
よ
り
来
訪
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問
　
　
　
二
次
交
通
の
確
保
や

整
備
に
つ
い
て
、
女

満
別
空
港
の
現
状
と
近
隣
の

自
治
体
と
の
連
携
は
。

一 般 質 問

田
た

中
なか

裕
ひろ

之
ゆき

 議員

観
光
客
誘
致
に
向
け
た
二
次
交
通
の
取
り
組
み
は

　
町
長
▼
近
隣
自
治
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
む女満別空港を拠点に観光地などへの移動手段として利用されるバス

町
長

　
　
　
航
空
機
の
到
着
時
刻

に
合
わ
せ
て
、
バ
ス

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
の
接
続
が
十

分
で
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
交
通
事
業
者
の
方
々
に

も
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
北

海
道
の
観
光
資
源
は
広
大
な

地
に
分
散
し
て
お
り
交
通
拠

点
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る

こ
と
も
多
く
、
目
的
地
間
の

移
動
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ

ー
な
ど
の
移
動
手
段
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
必
要
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。
広
域
周
遊
観
光
を

推
進
す
る
上
で
も
、
他
の
圏

域
、
他
の
空
港
と
の
連
携
も

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
自
治

体
間
の
み
な
ら
ず
交
通
、
観

光
、
宿
泊
な
ど
の
事
業
者
の

協
力
も
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
官
民
の
連
携
に
よ
り
旅
行

者
の
足
の
確
保
と
誘
客
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
た
い
。

二次交通とは？
　二次交通とは、拠点となる空港
や鉄道の駅から観光地までの交通

のこと。地域の観光地は、過疎化などにより
鉄道やバスの便が悪いため、観光地を振興さ
せるために自治体や民間企業が協力して観光
地までの乗り物を整備し、旅行者の利便性を
高めることが必要となっています。

一口
　メモ

要望意見書

傍聴席での傍聴が可能ですのでぜひ議会議事堂（役場１階）へお越しください

３月定例会は３月７日（木）開会予定！３月定例会は３月７日（木）開会予定！

採
択 日米物品貿易協定交渉に関する要望意見書

　北海道農業は、専業的な農家などが主体となり、重要品目である米・麦、大豆、てん菜、馬鈴しょ、
牛肉・豚肉、乳製品などを中心として、安全で安心な農畜産物の安定供給を図っている。加えて、
地域の製粉工場、製糖工場やでん粉工場、乳製品工場などと密接な関係のもと、地域経済・社会
を支える基幹産業として重要な役割を果たしている。
　しかし、農産物輸出大国との経済連携交渉が北海道農業に大きな影響を及ぼしており、日豪Ｅ
ＰＡを上回るＴＰＰ１１、それを超える日ＥＵ・ＥＰＡへと、自由化ドミノのように農畜産物の
市場開放が次々に進められている。多くの国民や農業者の懸念事項が払拭されないまま、ＴＰＰ
１１協定は本年１２月３０日に発効し、日ＥＵ・ＥＰＡ協定も来年２月に発効される見通しとなっ
ている。
　こうした中、米国政府が検討していた輸入自動車２５％の追加関税を見送る代償として、新た
に二国間による物品貿易協定交渉の開始に合意したことは、一層の農畜産物の市場開放へと繋が
る恐れがある。重要農畜産物の多くを抱える北海道は農業への甚大な影響に加え、取り巻く地域
経済にも多大な影響が危惧されるため、地域住民や農業関係者などからは強い懸念の声があがっ
ている。
　よって、国は米国との物品貿易協定交渉にあたっては、次の事項について十分配慮するよう強
く要望する。

１　日米物品貿易協定交渉は、ＴＰＰ水準を交渉のベースとしているが、米国政府の強硬姿勢に
よって、更なる高い水準での農畜産物関税の削減・撤廃等を求められる恐れがあることから、毅
然とした姿勢を貫き、安易な農畜産物関税協議は行わないこと。

★上記の要望意見書を１２月定例会において全会一致で採択し、国に対して提出しました。
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産業建設文 教常任委員会行政視察報告
委員長　原本　哲己

 ～先進認定こども園や 6 次化　推進農場、シストセンチュウ抵抗性品種増殖施設などを訪問～　
　　10月10日～12日の日程で　訓子府町・上士幌町・札幌市・北広島市を訪問し視察しました。

とてもデザイン豊かなこども園
①
訓
子
府
町
の
認
定
こ
ど
も
園

　平成28年に開園した訓子府町の認定こども
園「わくわく園」は、周辺との調和や木の温も
りを重視した施設で、建築設計等の技術提案を
プロポーザル方式で実施しているとのことで
す。特に町有林カラマツなどの地域材、太陽光
発電蓄電システム、地中熱ヒートポンプなどを
利用し、より良い施設にするため何回も工事担
当者や保護者などと協議を行ったということで
す。デザインがとても素晴らしく、各種デザイ
ン賞も受賞していること、また、完全給食化に
よる食育推進にも力を入れているとのことで、
大変参考となりました。

注１）プロポーザル方式・・・複数の業者に企画を提案してもらい、
優れたものを選定する方式

６次化の素晴らしいミルクジャム
②
上
士
幌
町
の
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場

　平成12年設立の十勝しんむら牧場は、上士
幌町での牧場経営のかたわら６次産業化の先進
的な取組みを行っています。主力商品は、ミル
クジャムや放牧牛乳などの商品を製造していま
す。牧場内にカフェもオープンし、インターネッ
トなどでも全国的に販売を展開しています。
　１次産業がしっかりしないと６次産業化には
つながらないということ、いい土・いい草がい
い牛の育成に重要、というお話しをお聞きする
ことができました。大手の商品と差別化を図る
ため、自ら営業を行わないなど独自手法でブラ
ンド性を高めたとのことです。

屋上も利用するユニークこども園
③
札
幌
市
の
社
会
福
祉
法
人 

陽
光
福
祉
会

　社会福祉法人陽光福祉会が運営する認定こど

も園「こども園・ひかりのこ さっぽろ」では、「心

と身体の健やかな光輝く子」を保育理念にして

います。

　施設は、エコモデル型の認定こども園となっ

ており、太陽光発電システム、屋上緑化による

温暖化軽減、地中熱の空調システム利用などを

行っています。また、Ｌ字型の形状で南側の園

庭を囲み、園庭からそのまま屋上プールまで裸

足で駆け上がれるというとてもユニークな施設

を視察し、大変参考となりました。

シロシストセンチュウ抵抗性品種の開発
④
北
広
島
市
の
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー

　北広島市にある種苗管理センター北海道中央
農場は、国立研究開発法人 農業・食品産業技
術総合研究機構の拠点として、ばれいしょ原原
種の生産・配布、農林水産植物の品種登録に係
る栽培試験及び品種保護対策などを行っていま
す。
　今回は、平成27年に日本国内で初めて確認
された難防除病害虫の「ジャガイモシロシスト
センチュウ」の抵抗性品種緊急増殖施設を視察
し、大変参考となりました。なお、平成32年
度には、現在の大字くくりの防除地域が変更と
なる予定であると説明を受けたところです。

認定こども園「わくわく園」認定こども園「ひかりのこ さっぽろ」

牧場が経営する「カフェクリームテラス」シロシストセンチュウ抵抗性品種緊急増殖施設

齋藤委員 松岡委員 後藤委員

深川委員原本委員長田中副委員長

（注1）

注２）６次産業化・・・農林漁業者（１次産業）が農畜産物・水産物
の生産だけではなく、食品の加工（２次産業）、流通・販売（３
次産業）にも取り組み、付加価値を生み出し、農村漁村の所得
の向上や雇用の確保を目指すもの

（注2）

1415 大空町議会だより　第51号（平成31年２月）大空町議会だより　第51号（平成31年２月）



総務厚生　常任委員会行政視察報告
　～自主防災組織や地域包　括支援センター、 地域づくりなどの先進的取組みを視察～
　11月13日～16日の日程で石　川県能登町・富山県富山市・長野県松本市を訪問し視察しました。

委員長　沢出　好雄
三條委員 松田委員

品田委員沢出委員長上地副委員長

津波被災による自治会防災意識の定着
①
能
登
町
の
自
主
防
災
組
織

　平成19年３月発生の震度６強の能登半島地
震により多大な被害を受けた石川県能登町で
は、災害時における地域の自主防災組織の重要
性を認識しました。役場などの公助が遅れた時
は、自主防災組織の共助の観点が必要とのこと
でした。
　自主防災組織の石川県全体の結成率は
95.4％という高い水準となっており、特に子
どもたちへの防災教育に「防災の歌」や「防災
かるた」を取り入れるなど、住民意識を子ども
から家族全体へ広がるように活動を行ったとの
ことで、大変参考となりました。

中心となる認知症コーディネーター等
②
富
山
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　富山市の高齢化率は28.6％、要介護要支援

認定者数は22,345人と、高い水準となってい

ます。市内での地域包括支援センター設置数は

３２か所と全国でも上位に位置している状況で

す。

　先進的な取組みとしては、「認知症コーディ

ネーター」や「地域ケア推進コーディネーター」

を配置し、特に閉じこもり予防情報交換会や外

出拒否グループへの定期的な支援を行い、さら

には「徘徊模擬訓練」という取組みも行ってい

るとのことで、大変参考となりました。

公民館を中心とした住民主体の地域づくり
③
松
本
市
の
自
治
・
協
働
・
地
域
づ
く
り

　長野県松本市では、地域づくりを公民館を中
心に住民主体で行ってきました。現在、市内に
は488もの「町会」と呼ばれる自治会がありま
すが、過去には地域のつながりの希薄化、担い
手不足などの問題が生じていました。
　松本市では、住民主体の地域課題への取組み
支援のため、「地域づくりを推進する条例」や「地
域づくり実行計画」を制定しました。また、「地
区支援企画会議」を組織し地区担当職員などに
より啓発学習会などを行った結果、住民が自発
的に取り組むようになったとのことで、大変参
考となりました。

　総務厚生常任委員会視察の際、姉妹都市である稲
城市議会に表敬訪問を行いました。北浜けんいち稲城
市議会議長、つのじ寛美副議長をはじめ議員の皆様か
ら歓迎をいただき、アンテナショップ「ほのか」、いなぎ
発信基地ペアテラスなどを訪問しました。

稲城市議会を表敬訪問しました！稲城市議会を表敬訪問しました！稲城市議会を表敬訪問しました！

能登町の自主防災組織の概要説明松本市の自治・協働・地域づくりの説明

大空町のアンテナショップ「ほのか」

稲城市議会議員の皆様

いなぎ発信基地ペアテラス

富山市議会議事堂にて
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議会運営　委員会行政視察報告　　　
委員長　齋藤　宏司

原本委員 沢出委員

深川委員齋藤委員長松岡副委員長

～先進議会での議会運　営の取組み、北海道町村議会議長会などを訪問～
11月７日～９日の日程で　猿払村・当麻町・砂川市・札幌市を訪問し視察しました。  

定数削減と議員報酬金額アップ
①
猿
　払
　村
　議
　会

　猿払村議会の議員定数は、平成12年に14人
から13人、その後は12人、９人と段階的に削
減し、現在の定数は８人という状況で議会運営
を行っています。
　また、議員報酬については、平成17年に14
万9,000円とかなり大幅な削減を行ったとのこ
とでしたが、近年の全国的な議員なり手不足等
の問題を背景に、「議会議員報酬・議会改革等
検討特別委員会」で４回にわたる協議を重ね、
平成30年には18万5,000円に大幅に報酬を引
き上げる改正を行ったということで、参考とな
りました。

議会会議規則に「反問権」を規定
②
当
　麻
　町
　議
　会

　当麻町議会の議員定数については、現在は
10人という状況で、議員報酬についても段階
的に削減し、現在は17万円となっています。
　当麻町議会における取組みとしては、議会会
議規則に首長（理事者）側からも議員に対し質
問できるよう「反問権」を規定し、また議会の
行政視察は、視察の必要性などを随時協議し、
必要となった場合にその経費を補正計上する方
式としているとのことでした。さらに、役場農
業部署をＪＡ事務所内に移転し、円滑な情報共
有や迅速な事業執行を行っているということ
で、大変参考となりました。

議会改革特別委員会による検討
③
砂
　川
　市
　議
　会

　砂川市議会での先進的な取組みについては、
「議会改革特別委員会」を設置し、平成27年６
月から平成30年５月までに計26回もの委員会
を開催し、議会改革における調査研究を行って
いるとのことです。
　議会改革特別委員会では、議会インターネッ
トライブ中継や議会報告会のあり方、議会だよ
りへの一般質問音声データＱＲコード記載の方
法などの検討を行ったということでした。また、
傍聴者を増やすため議員自身による声掛けや各
団体への周知といった取組みを行ったとのこと
で、大変参考となりました。

議員のなり手不足への課題
④
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　札幌市にある北海道町村議会議長会では、村
川事務局長から全国的な議会改革における現状
と課題について、説明を受けました。
　現在、地方議会議員の職務や位置付けが地方
自治法上で未だ明確化されていないという問題
点があること、また議決を要する工事・製造の
請負や財産の取得・処分については自治体規模
に関係なく一律で規定されているため実態に合わ
ないという問題点、さらには議員のなり手不足
において、議員の兼業禁止緩和や復職制度の整
備など、人材確保への対策が急務であることなど、
課題をお聞きすることができました。

猿払村議会からの概要説明砂川市議会からの概要説明

当麻町議会からの概要説明北海道町村議会議長会からの概要説明
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　少子高齢化が進み、団塊の世代が75歳になる
2025年には、４～５人に１人が認知症になるので
はと言われています。もしも家族に認知症の症状
が出た時、医療は、介護はと不安に思っている人
が数多くいます。
　また、高齢者の方の1人世帯もどんどん増えてい
ますが、「住み慣れたところで住み続けたい」とよ
く言われます。

　民生委員・児童委員として、高齢者の方とお話
をさせていただく機会が多々ありますが、高齢で
も趣味を楽しみながら、隣近所との関りを大切に
されている様子を伺うことがあります。私たちも
見習い、元気でいたいものです。
　住民の皆さんが、ここに住んで良かったと思える、
そんな町であってほしいと思います。

堂
どう

　野
の

　　　均
ひとし

 さん
（民生委員・児童委員）

住んで良かったと思える、

大空八景

女満別湖畔には寒い中ワカサギを釣りにたくさんの方
が来ていました。（2月 16日撮影）

そんな大空町であ
ってほしい
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